
令和２年７月７日 

市長記者会見資料（総務部・健康こども未来部） 

 

社会経済活動再生に向けた上田市ロードマップ 
 

 

                ＜活動準備・始動期＞  ＜県内需要拡大・交流展開期＞  ＜県外需要拡大期＞  ＜新たな日常での活動定着期＞ 

 6/1～6/18 6/19～7/9 7/10～7/31 8/1～ 

 事業活動を再開しつつ、安心

してお客様の受入れができる

よう、市と事業者が連携して

準備する期間 

市として市内需要の拡大を支

援し、近隣県等との交流の拡

大を図る期間 

市として経済活動の活性化を

支援し、全国との交流拡大を

図る期間 

「新しい生活様式」に適合し

た経済活動の定着により、経

済の再生を図る期間 

   

 

 

 

   

  ・首都圏（埼玉・千葉・東京・神

奈川）、北海道との移動は慎重に

対応するよう呼びかける。 

 

  

・県のモニタリング（他の都道府県の感染状況等）等を参考に必要に応じて注意喚起を行う。 

 
 

 

 

 

 

   

 

 

（屋内） 収容率50%以内かつ100人以内 
収容率 50%以内かつ 1000人以

内 

収容率 50%以内かつ 5000人以

内 
収容率 50%以内 

（屋外） 
十分な間隔かつ 200人以内 

（できれば 2m） 

十分な間隔かつ 1000人以内 

（できれば 2m） 

十分な間隔かつ 5000人以内 

（できれば 2m） 

十分な間隔 

（できれば 2m） 

 

・地域のお祭り、屋外フェス等は感染

防止策を徹底した上で開催可 

・全国的・広域的な人の移動を伴うイ

ベントは中止を含めて慎重な対応を

求める。 

・全国的・広域的な人の移動を伴うイ

ベントは中止を含めて慎重な対応を

求める。（プロスポーツ等は無観客試

合を要請） 

・全国的・広域的な人の移動を伴うイ

ベントは中止を含めて慎重な対応を

求める。 

・人数上限なし。 

・感染状況を見つつ判断 

   

 

 
・感染防止策の徹底を図りながら運営する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・施設を使用して行うイベントについては、上記の基準を遵守するよう要請する。 

・ただし、国の緊急事態宣言の発令や長野県の警戒レベルの状況を見つつ判断する。 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・感染リスクを可能な限り低減させるとともに、子どもたちの学びを最大限保障する。（オンライン学習等、GIGAスクール構想に向けて準備） 

 ・時間割編成の工夫、学校行事の精選など、授業時間を確保しながら、学習内容の定着を図る。 

 

・医療用物資等の備蓄確保 

・上田保健所・医療機関との連携・支援 

 

 
・外来・検査センター拡充時の長野県との連携 

 
 

 
・感染症に対応した避難所運営マニュアルの整備、見直し 

・避難所の感染防止用備品等の準備 

   

  

 

※ このロードマップは、上田市、長野県及び全国の感染状況が落ち着いた状況であることを前提としています。感染拡大が生じた場合は、市有施設の休

館、休止、閉鎖や、市が行う行事、イベントの中止などの措置を講じることがあります。 

観 光 

地域内需要喚起 

イベント 

観光産業緊急支援事業 Go Toキャンペーン 

旅館・ホテル業等への支援（旅館・ホテル業事業者支援金、旅行業者支援金） 

「新しい生活様式」に対応した、きめ細やかで切れ目ない予算対応と執行 

切れ目ない機動的な予算編成 

感染防止策の徹底（「新しい生活様式」の実践例、信州版「新たな日常のすゝめ」を参照） 

原則として往来は自由（感染拡大地域への往来は引き続き慎重に対応する。） 

宿泊施設向け感染防止対策セミナー 

市有施設の再開（～6/30サントミューゼ等一部の施設を除く。） 

サントミューゼ等再開（7/1～） 

共 通 

人の移動 

予 算 

検査体制の継続（上田地域検査センター） 

防災対策 

夏季期間中の感染症対策（エアコン稼働時の換気、マスク着用時の熱中症予防等） 

 

市内旅行需要喚起事業 

 

市有施設 

夏休み（短縮） 通常登校 

市立小中学校 

長野県 ふっこう割事業 

医療関係 

出水期における避難所の感染予防対策 

国の第一次・第二次補正予算「地方創生臨時交付金」等を活用した施策の調整 

６月議会 

 

感染防止対策への対応 

小規模事業者への持続化支援（売上減少事業者支援給付金） 

消費喚起応援事業 


